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法の適用および解釈について基本的な知識を理解できる。

犯罪と刑罰 犯罪と刑罰について基本的な知識を理解できる。
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３

２
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授業の
目標概要

売買と贈与について，基礎的法律知識を理解できる。

所有権の移転時期について，基礎的法律知識を理解できる。

　　　授業時間数

評価方法
評価基準

1700円

（　２　　　　　回）

（前期期末試験）試験結果のみで評価します。詳細は第１回目の授業で適宜説示します。前期お
よび学年末の定期試験を中心にしつつ，授業内容への興味・関心の有無や授業に対する積極性を
加味して評価します。
（後期期末試験）主に筆記試験で評価しますが、出席状況も考慮に入れます。詳細は第１回目の
授業で適宜説示します。
※前期試験、後期試験の総合成績６０点以上で単位修得とします。

法の実現

はじめに

金銭の貸借について，基礎的法律知識を理解できる。

雇用と請負について，基礎的法律知識を理解できる。

達成度の点検

書　　　名

オフィスアワー（教員在室時間）

5学年

氏名

売買と贈与

所有権の移転時期

法について、基礎的法律知識を理解できる。

日本の裁判制度について，基礎的法律知識を理解できる。

契約の締結について，基礎的法律知識を理解できる。

契約の当事者―代理について，基礎的法律知識を理解できる。契約の当事者―代理

授業科目

一般科目

受講学生

担当教員

全学科

非常勤講師

（B-1）

日 程 授　業　項　目 評　価　内　容

履修上の
留意点

不動産の貸借（2）

売買契約と第三者との関係 売買契約と第三者との関係について，基礎的法律知識を理解できる。

契約の効力について，基礎的法律知識を理解できる。

不動産の貸借について，基礎的法律知識を理解できる。

発 行 所

有斐閣

定  価

市川正人 他

著 者 名

1800円

      期末試験の回数

船越　杏菜

金銭の貸借

雇用と請負

不動産の貸借（1）

前
　
　
　
　
　
　
期

民法の役割について，基礎的法律知識を理解できる。

私法における人について，基礎的法律知識を理解できる。

対応する本校の学習・教育目標

必修

選択

法学 ２単位数

選必 ○

教科書
ポケット六法 有斐閣

関連科目

（　50　　　　時間）

契約の締結

法の概念
法の概念および分類等について基本的な知識を理解で
きる。

不法行為の成立要件

後
　
　
　
　
　
　
期

達成度の点検

契約の効力

有斐閣 1700円

　法は、本来、我々の社会生活に密接に関連しているにも関わらず，受講生においては実
際にそれを意識する機会が少ないのではないでしょうか。本講義では，改めて法が身近な
存在であることを認識してもらうと同時に，日常生活に最も密接に関係する民法を中心
に、法がどのような救済手段や援助を市民に提供しているのかを理解していただくこと
を，目標とします。

　法律や裁判およびこれらに関する議論は言葉をもってなされるのを常としますので、発
言や積極的な参加意欲などが求められます。また、最低、①六法を毎回持参すること、②
授業中、私語をしないこと、③授業中は携帯電話の電源を切る等マナーを守ること、④欠
席、遅刻、早退をしないこと、という4つのルールには従っていただきたいです。

法とは何か？

日本の裁判制度

民法の役割

私法における人とは？

不法行為の成立要件等について基本的な知識を理解できる。

現代の裁判〔第5版〕
参考書

現代の犯罪状況や刑事司法の現代的課題について把握できる。

我が国の司法制度
裁判制度およびその他の司法制度について基本的な知
識を理解できる。

近年における新たな立法
不正アクセス禁止法およびストーカー規正法等、近年
の立法の動向を把握できる。

犯罪の成立要件
犯罪の成立要件等について基本的な知識を理解でき
る。

はじめての法律学〔第3版〕 松井茂記 他


